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sp-忠 告 -蕊 (S-.1-S-) (17)
ただし､
S.n = - ∑ p(xl,･-,I,n)logP(xl,- ,I.n) (18)
3;lI.HICTn
i+m-1
p(xl･-･,8-) - 妄∑II 6(xj,可)13-i
を考えると､これは系が平衡状態に緩和するならば
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図3:エントロピー の増大｡ルール26R､77R以外はすべて保存量Dに対する結果
これで見ると､ルール95R以外は緩和時間の大小はあるもののエントロピー増大の傾向が現れ
ているが､ルール77Rや 123Rでは細かい振動が収まらないように見える. これと対照的に､拡
散的挙動を示すルール (26R､94R)ではm の増大と共に単調増加に近づいており､緩和後も-
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｢多自由度の力学系と幾何学｣
定借にとどまっている｡ この値は､熱力学エントロピーの値と一致している｡ ひとつのサイズの
系に対する結果だけであり､結論をくだすのは早計であるが､エントロギーの振る舞いの ｢素直
さ｣ど拡散的振る舞いとの周に相関があることが予想される｡ 研究会で議論になったのはこの曲
線がフラクタルであるかどうかという点であったが､これについてはあまり肯定的な結果とは言
えないようである｡ ひとつの可能性としては､フラクタル構造を見るためにはもっとずっと大き
な規模のシミュレーションを必要とするのかもしれない｡あるいは､このセルオートマトンの系
では､局所的なエネルギーが動く速度は有限個に限られているので､フラクタル構造が現れない
のかもしれない｡いずれにせよ､さらなる数値計算の結果が必要と思われる｡
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